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平 成 ２ ７ 年 ７ 月 ８ 日

市民局大規模スポーツイベント課

温 暖 化 対 策 統 括 本 部

プ ロ ジ ェ ク ト 推 進 課

( 公 財 ) 横 浜 市 体 育 協 会

ト ラ イ ア ス ロ ン 推 進 部

第 6 回

横浜シーサイドトライアスロン大会

10月25日（日）開催！

大会概要

大会名称 第6回 横浜シーサイドトライアスロン大会

開 催 日 平成27年 10月 25日（日）

会 場 横浜・八景島シーパラダイス、金沢工業団地周辺

主 催
横浜シーサイドトライアスロン大会実行委員会
【構成団体】
横浜市、（公社）日本トライアスロン連合、（公財）横浜市体育協会 他

募集人数 約 1,060名 （詳細は裏面）

募集期間 平成27年 7月 10日（金）正午 ～ 8月 10日（月）まで （応募者多数の場合は抽選）

申込方法
大会ホームページから申込

問合せ先 横浜シーサイドトライアスロン大会実行委員会事務局 TEL：045-680-5538

取 材 上記問合せ先にお気軽にご連絡ください

お問合せ先

市民局 大規模スポーツイベント課長 石川 武史 TEL 045-671-3201
（公財）横浜市体育協会 トライアスロン推進部長 金子 忠彦 TEL 045-680-5538
温暖化対策統括本部 環境未来都市推進課担当課長 高橋 知宏 TEL 045-671-3901（ブルーカーボン事業）
※質問等はトライアスロン推進部長までお願いいたします。

毎年、秋に横浜・八景島で開催される、“横浜シーサイドトライアスロン大会“。
八景島の秋の風物詩として、今年は10月25日（日）に開催し、約1,060名の選
手が熱いレースを展開します。

誰でもチャレンジしやすいトライアスロンやパラトライアスロン、“スイム＆ラン“ 2種目
のアクアスロン、小学生から参加でき親子で楽しめるペアチャレンジ、仲間と一緒に参
加できるリレーなど、多くのカテゴリーがあり、たくさんの方が楽しめる大会となっておりま
す。
エントリー受付は、7月10日（金）正午から8月10日（月）までとなっております。
皆さんのご参加お待ちしております。

裏面へつづく

参加者募集

横浜シーサイドトライアスロン 検索

【募集開始 7月10日（金）から】

http://sea.tri.yokohama/



カテゴリー 競技距離 定員 対象

一般の部

25.4 km 
スイム@400m バイク@20km ラン@5km

750名

高校生以上のJTU（日本トライ
アスロン連合）登録者

パラトライアスロン
の部

高校生以上のJTU（日本トライ
アスロン連合）登録者
パラトライアスロンカテゴリーTRI 1
以外の方 ※TRI 6については、
お問い合わせください。

リレーの部
50組
150名

高校生以上（3種目を2～3名の
リレー方式）

● トライアスロン

● アクアスロン

カテゴリー 競技距離 定員 対象

一般の部

5.4 km 
スイム@400m ラン@5km

70名

高校生以上

パラトライアスロン
の部

高校生以上
パラトライアスロンカテゴリーTRI 1
以外の方

ペアの部
15組
30名

2名でのリレー方式
高校生以上

ペアチャレンジの部
（Ａ）

1.2 km
スイム@200m ラン@1km

15組
30名

2名でのリレー方式
スイム：高校生以上
ラン ：小学生低学年

ペアチャレンジの部
（Ｂ）

2.2 km
スイム@200m ラン@2km

15組
30名

2名でのリレー方式
スイム：高校生以上
ラン ：小学生高学年

トライアスロン

カテゴリー 参加料 環境寄附（任意）

一般の部 16,000円

プラス 30円一般の部（高校生） 10,000円

パラトライアスロンの部 16,000円

リレーの部 24,000円
プラス 90円

（30円×3名）

アクアスロン

カテゴリー 参加料 環境寄附（任意）

一般の部 8,000円
プラス 30円

パラトライアスロンの部 8,000円

ペアの部 8,000円

プラス 60円
（30円×2名）

ペアチャレンジの部（Ａ） 5,000円

ペアチャレンジの部（Ｂ） 5,000円

● 参加料

『なんで「30 円」なの？』
過去の大会出場者が電車等で会場まで移動したこ
とによるCO2排出量（１人あたりの往復分）の平均
値が2.9kg。これを10 円/kg と設定し、往復分の
CO2をオフセットします。

【横浜ブルーカーボン事業】
～みんなで育てよう、地球を守る海の力～

横浜市との協働による地球温暖化対策「横浜ブ
ルーカーボン事業」でカーボンオフセットの社会実験に
チャレンジします。大会運営や参加者の会場までの
移動により生じるＣＯ２排出量を金額に換算し、寄
附金などでオフセット（埋め合わせ）する取組です。
実行委員会に加え参加者からの寄附金でカーボン
オフセットを行い、わかめの栽培・地産地消などを支
援することでＣＯ２削減に繋げ、更に海の環境改善
にも貢献します。


